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町 の 人 口 

(1月1日現在） 

人 口 7 .711 人 

3 .705 人 

4 .006 人 

2 . 1 5 1 T 

東長浦住宅団地造成工事 

新

年

に

あ

た

っ

て

 

章
 

義
 

島
 

中
 

鵬
 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
 

ざ
い
ま
す
。
 

ど
な
た
も
元
気
で
良
い
お
正
 

月
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
 

ま
す
。
 

石
油
危
機
と
物
価
の
異
常
な
 

値
上
り
の
中
に
年
を
越
し
た
わ
 

け
で
す
が
、
皆
さ
ん
方
の
生
活
 

も
大
き
く
影
響
を
受
け
た
こ
と
 

で
し
ょ
う
。
昭
和
四
十
九
年
は
 

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
 

と、 

全
国
民
挙
げ
て
誰
も
が
案
じ
て
 

い
る
現
在
で
す
が
、
私
も
例
外
 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

こ
う
い
う
段
階
で
決
定
的
な
 

見
通
し
は
困
難
な
こ
と
で
す
。
 

工
場
誘
致
に
狂
奔
し
て
い
た
 

筑
豊
の
市
町
村
に
と
っ
て
日
産
 

自
動
車
の
刈
田
町
進
出
、
ト
ョ
 

タ
自
動
車
の
宮
田
町
進
出
の
ニ
 

ュ
ー
ス
は
関
連
下
請
企
業
の
大
 

挙
進
出
の
期
待
と
相
い
ま
っ
て
 

「
自
動
車
企
業
の
進
出
に
期
待
」
 

正
に
早
天
の
慈
雨
と
い
う
べ
き
 

一
大
事
件
で
、
こ
れ
で
筑
豊
の
 

浮
揚
は
間
違
い
な
い
と
大
鼓
判
 

を
押
さ
れ
た
ば
か
り
で
し
た
。
 

因
縁
深
い
ア
ラ
ブ
と
イ
ス
ラ
ェ
 

ル
の
戦
争
再
発
は
、
私
達
の
バ
 

ラ
色
の
夢
を
も
ろ
く
も
打
ち
砕
 

こ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

日
産
の
進
出
が
ど
の
程
度
の
 

も
の
に
な
る
の
か
、
ト
ョ
タ
の
 

進
出
が
果
し
て
実
現
す
る
の
か
 

っ
 

資
材
の
不
足
と
値
上
り
 

は
、
町
事
業
の
実
施
に
大
き
な
 

障
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
正
 

直
に
い
っ
て
昭
和
四
十
八
年
度
 

事
業
の
実
現
見
通
し
さ
え
危
ぶ
 

ま
れ
て
い
ま
す
。
建
築
事
業
の
 

大
半
が
難
行
し
て
お
り
、
地
方
 

公
共
団
体
に
対
す
る
地
方
交
付
 

税
の
削
減
と
、
起
債
の
制
限
は
 

昭
和
四
十
八
年
度
の
残
存
事
業
 

に
し
て
も
全
く
計
画
が
立
た
な
 

い
状
態
で
す
。
 

た
だ
、
失
対
事
業
と
同
和
事
 

業
は
制
限
し
な
い
と
の
政
府
発
 

言
は
、
方
城
町
に
と
っ
て
は
や
 

や
胸
き
ん
を
開
け
る
言
葉
と
な
 

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
 

昭
和
四
十
九
年
度
は
「
開
店
 

休
業
」
か
 

こ
れ
は
い
つ
わ
 

ら
な
い
現
在
の
心
境
で
す
。
 

再
三
再
四
強
力
な
中
央
陳
情
 

を
繰
返
す
こ
と
こ
そ
、
私
達
貧
 

乏
町
村
の
残
さ
れ
た
道
に
な
る
 

で
し
ょ
う
。
 

何
れ
に
し
ろ
町
民
の
皆
さ
ん
 

と
も
ど
も
手
を
つ
な
い
で
頑
張
 

り
抜
く
し
か
な
い
よ
う
で
 

す。 新
春
に
あ
た
り
皆
さ
ま
の
 

ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
か
 

ら
お
祈
り
す
る
と
同
時
に
今
 

後
と
も
ご
指
導
と
ご
協
力
を
 

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
 

す。 

議

会

報

告

 

十
二
月
議
会
定
例
会
 

方
城
町
議
会
定
例
会
が
十
一
一
 

月
十
八
日
招
集
さ
れ
、
一
般
会
 

計
歳
入
歳
出
補
正
予
算
な
ど
の
 

議
案
が
上
程
、
会
期
は
十
二
月
 

二
十
六
日
ま
で
熱
心
に
議
案
の
 

審
議
が
な
さ
れ
原
案
通
り
満
場
 

一
致
で
可
決
成
立
い
た
し
ま
し
 

た
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
 

で
あ
り
ま
す
。
 

一
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
補
正
 

予
算
 

二
、
昭
和
四
十
七
年
度
一
般
会
 

計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
 

計
、
町
立
病
院
事
業
会
計
及
 

び
町
水
道
事
業
会
計
、
同
和
 

地
区
住
宅
改
修
資
金
貸
付
 

事
業
会
計
の
決
算
認
定
 

三
、
方
城
町
民
セ
ン
タ
ー
使
 

用
料
条
例
の
制
定
 

四
、
町
有
財
産
の
処
分
 

五
、
昭
和
四
十
八
年
度
に
お
 

け
る
期
末
手
当
の
割
合
等
 

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
 

制
定
 

係
 

報
 

広
 

課
 

務
 

総
 

町
 

城
 

方
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年
頭
の
ご
挨
拶
 

議

長

 
山

本

石

 男
 

町
民
の
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
 

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

今
年
も
皆
さ
ん
と
手
を
と
り
 

合
っ
て
、
方
城
町
の
発
展
と
住
 

民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
最
大
 

の
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と
存
 

じ
ま
す
。
 

ふ
り
か
え
り
ま
す
と
、
昨
年
 

は
わ
が
国
の
経
済
が
か
つ
て
な
 

い
激
変
に
見
舞
わ
れ
た
年
で
あ
 

り
ま
し
た
。
年
初
か
ら
の
異
常
 

な
物
価
高
の
悪
影
響
に
加
え
て
 

年
の
瀬
近
く
突
如
出
現
し
た
石
 

油
危
機
は
、
わ
が
国
に
大
き
な
 

衝
撃
を
与
え
て
お
り
、
物
価
の
 

高
騰
と
日
用
品
を
含
む
物
不
足
 

の
状
況
は
、
ま
さ
に
戦
後
未
曽
 

有
の
「
国
難
」
と
評
し
う
る
状
 

況
に
立
ち
至
っ
て
お
り
ま
す
b
 

こ
う
し
た
い
わ
ば
試
練
の
時
 

期
に
あ
た
っ
て
、
私
ど
も
に
課
 

せ
ら
れ
た
使
命
は
ま
こ
と
に
重
 

大
な
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
 

。
政
府
に
お
い
て
は
、
今
国
会
 

で
国
民
生
活
安
定
緊
急
措
置
 

法
、
石
油
需
給
適
正
化
法
等
の
 

緊
急
立
法
を
策
し
、
ま
た
公
共
 

事
業
の
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
、
不
急
 

事
業
の
く
り
延
べ
、
物
資
、
ェ
 

ネ
ル
ギ
ー
節
約
の
徹
底
等
各
般
 

に
わ
た
る
引
き
し
め
を
強
調
 

し
、
財
政
運
営
の
転
換
を
は
か
 

ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
 

影
響
は
、
当
然
方
城
町
の
財
政
 

運
営
に
お
い
て
も
極
め
て
甚
大
 

な
る
も
の
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
 

る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

私
ど
も
は
、
政
府
の
意
図
す
 

る
経
済
安
定
策
に
に
協
力
す
ろ
 

こ
と
は
勿
論
や
ぶ
さ
か
で
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
方
城
町
の
 

前
途
に
は
失
業
対
策
、
過
疎
対
 

策
、
同
和
対
策
等
放
置
す
る
こ
 

と
の
で
き
な
い
諸
問
題
が
山
積
 

し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
 

ま
す
。
 

私
ど
も
議
会
人
は
、
こ
れ
ら
 

緊
急
の
諸
課
題
に
つ
い
て
は
、
 

執
行
部
共
々
従
来
に
も
ま
し
て
 

施
策
の
充
実
を
は
か
る
べ
く
総
 

力
を
結
集
し
て
当
り
た
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

「
乏
の
さ
を
憂
え
ず
、
ひ
と
し
 

か
ら
ざ
る
を
憂
う
」
昔
も
今
も
 

変
ら
な
い
為
政
者
と
し
て
の
心
 

構
え
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
 

今
日
の
危
機
に
お
い
て
は
、
な
 

お
さ
ら
こ
の
考
え
に
徹
す
る
こ
 

と
が
、
住
民
の
信
頼
に
つ
な
が
 

る
ゆ
え
ん
で
あ
る
と
思
い
ま
す
 

。
住
民
福
祉
に
つ
な
が
る
緊
急
 

事
業
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
確
 

保
を
は
か
る
こ
と
が
私
ど
も
に
 

課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
り
ま
す
 

。
年
頭
に
あ
た
り
、
私
ど
も
議
 

会
人
は
お
互
い
に
知
恵
を
出
し
 

合
い
、
総
力
を
あ
げ
て
こ
の
難
 

局
を
乗
り
切
っ
て
行
く
覚
悟
を
 

あ
ら
た
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
 

。
石
油
危
機
や
物
価
問
題
な
ど
 

を
か
、
え
た
多
難
な
今
日
、
穏
 

や
か
な
年
明
け
と
は
ま
い
り
ま
 

せ
ん
で
し
た
が
、
本
年
も
平
和
 

な
、
そ
し
て
町
行
政
に
と
っ
て
 

み
の
り
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
 

う
祈
願
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
 

皆
さ
ん
の
ご
多
幸
と
一
層
の
ご
 

活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
 

げ
ま
す
。
 

「
新
春
の
消
防
出
初
式
」
 

石
油
危
機
の
あ
お
り
で
、
福
 

岡
県
各
地
で
は
新
春
恒
例
の
消
 

防
出
め
初
式
を
中
止
し
た
市
町
 

村
が
あ
っ
た
が
、
下
田
川
四
カ
 

町
消
防
団
で
は
、
例
年
通
り
消
 

防
車
二
十
台
、
消
防
団
員
四
百
 

ニ
十
人
が
出
動
し
て
四
十
九
年
 

一
月
六
日
午
前
九
時
三
十
分
か
 

ら
赤
池
中
学
校
で
実
施
し
た
が
 

石
油
節
約
の
た
め
、
消
防
自
動
 

車
の
放
水
訓
練
は
取
り
や
め
、
 

服
装
点
検
、
分
列
行
進
及
び
優
 （町本部団員の分列式） 

良
団
員
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
 

参
観
者
の
声
と
し
て
、
 

「石 

油
節
約
も
結
構
だ
が
万
一
の
火
 

災
発
生
に
対
す
る
啓
裳
宣
伝
に
 

も
な
り
、
地
域
住
民
に
消
防
力
 

整
備
の
認
識
を
深
め
、
か
え
っ
 

て
不
安
を
な
く
す
た
め
に
な
る
 

の
で
は
な
い
か
と
の
声
も
あ
っ
 

た。 表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。
 

一
、
福
岡
県
知
事
表
彰
 

団
長
 
白
石
蔵
太
郎
 

二
、
福
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰
 

H
金
馬
簾
表
彰
 

方
城
町
第
三
分
団
 

口
永
年
勤
続
者
 

団
員
 
田
丸
登
志
明
 

ク
 

相
原
 
松
市
 

ク
 

葛
原
 
勝
利
 

副
分
団
長
 

大
門
 
巌
 

班
長
 
沓
形
 

保
 

団
員
 
中
山
 
高
義
 

ク
 

稲
富
 
保
男
 

分
団
長
川
島
 
朝
夫
 

団
員
 
村
田
 
善
七
 

副
団
長
松
島
亀
次
郎
 

日
優
良
団
員
表
彰
 

班
長
 
池
永
 
藤
松
 

団
員
 
山
口
 

一
高
 

分
団
長
中
山
 
光
文
 

班
長
 
香
月
 

寿
 

分
団
長
高
橋
 
敏
春
 

班
長
 
佃
 

誠
 

三
、
福
岡
県
消
防
協
会
田
川
支
 

部
長
表
彰
 

O
優
良
消
防
団
員
表
彰
 

分
団
長
 
竹
下
 
末
弘
 

ク
 

香
刀
 
光
男
 

ク
 

中
山
 
光
文
 

ク
 

稲
富
 
孝
則
 

四
、
方
城
町
優
良
団
員
表
彰
 

部
長
 
桑
野
 

明
 

分
団
長
竹
下
 
末
弘
 

班
長
 
池
山
 
善
満
 

班
長
 
植
田
 
和
昭
 

ク
 

安
部
 
常
夫
 

ク
 

倉
石
 

功
 

団
員
 
松
尾
 
健一一 

団
員
 
池
永
 
吉
春
 

ク
 

倉
石
 
菊
男
 

ク
 

久
富
 
峯
雄
 

班
長
 

池
本
 
広
瀬
 

ク
 

田
中
 
重
徳
 

団
員
 
原
田
 

吾
郎
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「
心
配
ご
と
相
談
日
」
 

毎
月
一
回
、
第
ニ
木
曜
日
午
前
 

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
中
央
 

公
民
館
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
の
 

相
談
ご
と
を
ご
指
導
申
し
上
げ
 

て
お
り
ま
す
が
、
二
月
十
四
日
 

の
相
談
日
は
特
に
母
子
家
庭
福
 

祉
貸
付
金
に
つ
い
て
相
談
を
受
 

け
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
利
 

用
く
だ
さ
い
。
 

修

学

資

金

 

高
等
学
校
一
般
三
、
〇
〇
〇
円
 

特
別
四
、
〇
〇
〇
 

高
等
専
門
一
般
三
、
五
〇
〇
 

特
別
四
、
五
〇
〇
 

四
年
よ
り
五
年
ま
で
 

国
公
立
一
般
三
、
〇
〇
〇
円
 

特
別
六
、
〇
〇
〇
 

私
立
 

一
般
四
、
〇
〇
〇
 

特
別
七
、
五
〇
〇
 

短
大
国
公
立
 

一
般
六
、
〇
〇
〇
円
 

特
別
八
、
〇
〇
O
 

私
立
 

一
般
七
、
〇
〇
〇
 

特
別
九
、
五
〇
〇
 

大
学
国
公
立
 

一
般
六
、
〇
〇
〇
円
 

特
別
八
、
〇
〇
o
 

私
立
 

一
般
八
、
O
〇
〇
 

特
別
一
一
、
〇
〇
o
 

修
業
資
金
の
部
 

あ
ん
ま
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
 

指
圧
師
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
 

は
り
師
、
き
ゅ
う
師
、
理
容
師
 

栄
養
士
、
保
母
、
保
健
婦
、
助
 

産
婦
、
准
看
護
婦
、
歯
科
衛
生
 

士
、
診
療
放
射
線
師
、
 
診
療
ェ
 

ッ
ク
ス
線
技
士
、
調
理
師
、
理
 

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
製
 

菓
衛
生
師
、
柔
道
整
復
師
、
視
 

能
訓
練
士
 
以
上
の
貸
付
金
 

月
額
 
三
、
〇
〇
〇
円
の
貸
付
 

は
三
年
間
以
内
に
限
る
。
 

払
込
期
間
 
据
置
期
間
六
カ
月
 

払
込
期
間
五
カ
年
 

就
学
支
度
金
 

高
校
 
自
宅
一
五
、
〇
O
o
 

自
宅
外
二
〇
、
〇
〇
o
 

大
学
 
自
宅
二
〇
、
〇
〇
o
 

自
宅
外
二
五
、
〇
O
〇
 

就
職
支
度
資
金
三
〇
、
〇
〇
〇
 

う
献
血
会
加
入
の
 

お

願

 い』 

一
、
献
血
は
な
ぜ
必
要
な
の
で
 

し
ょ
・
つ
か
ノ
・
 

近
年
、
自
動
車
事
故
の
増
加
 

と
、
要
手
術
疾
病
の
増
加
は
顕
 

著
な
も
の
が
あ
り
社
会
的
に
血
 

液
の
需
要
量
を
急
増
さ
せ
て
お
 

り
ま
す
。
 

つ
い
最
近
ま
で
は
、
病
院
は
 

輸
血
に
必
要
な
血
液
を
血
液
銀
 

行
か
ら
購
入
し
、
患
者
は
そ
の
 

代
金
を
払
え
ば
よ
か
っ
た
の
で
 

す
が
最
近
は
冒
頭
に
述
べ
た
よ
 

う
な
事
情
で
血
液
を
金
銭
で
購
 

入
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
結
 

局
、
自
分
や
家
族
に
必
要
な
血
 

液
は
自
分
達
で
賄
う
と
い
う
原
 

則
に
変
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
無
償
で
献
血
す
る
こ
 

と
に
よ
り
、
必
要
な
と
き
に
無
 

償
で
供
血
を
受
け
る
と
い
う
仕
 

組
み
に
変
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
 

り
ま
す
。
 

二
、
献
血
会
は
な
ぜ
必
要
な
の
 

で
し
ょ
う
か
。
 

一
人
が
一
回
に
献
血
で
き
る
 

量
は
二
百
に
で
す
。
例
え
ば
、
 

五
回
献
血
し
た
人
で
も
自
分
が
 

事
故
の
と
き
に
貰
え
る
血
液
の
 

量
は
千
に
で
す
。
最
近
の
資
料
 

に
よ
れ
ば
一
人
一
回
の
手
術
に
 

要
す
る
量
は
平
均
千
五
百
叫
か
 

ら
三
千
に
で
す
。
家
族
に
複
数
 

の
事
故
者
で
も
出
た
と
き
は
、
 

い
か
に
献
血
に
多
回
協
力
し
た
 

人
で
も
そ
れ
だ
け
で
は
と
う
て
 

い
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
 
け
っ
き
 

ょ
く
他
人
の
献
血
を
借
り
な
け
 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 
こ
こ
に
献
 

血
会
を
作
り
多
数
の
力
で
相
互
 

扶
助
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
 

わ
け
で
す
。
 

三
、
献
血
会
は
一
戸
か
ら
一
人
 

会
員
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

ぜ
ひ
加
入
を
ガ
 

1
献
血
会
は
十
六
才
か
ら
六
 

五
才
ま
で
の
町
民
な
ら
誰
れ
で
 

も
加
入
で
き
ま
す
。
 

2
加
入
希
望
者
は
自
分
の
献
 

血
カ
ー
ド
を
他
人
の
た
め
に
使
 

わ
せ
る
こ
と
を
承
認
す
る
人
で
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

3
会
員
は
、
定
時
（
春
秋
）
 

の
献
血
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
 

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
そ
の
時
 

の
健
康
状
態
に
よ
り
献
血
で
き
 

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

4
会
員
の
献
血
カ
ー
ド
は
役
 

場
事
務
局
に
保
管
し
、
会
員
に
 

緊
急
の
事
故
が
あ
る
ば
あ
い
使
 

用
し
ま
す
。
 

5
会
員
は
登
録
さ
れ
献
血
会
 

の
運
営
、
そ
の
他
の
資
料
の
提
 

供
を
受
け
ま
す
。
 

6
加
入
ま
た
は
献
血
会
行
事
 

へ
の
参
加
は
す
べ
て
無
料
で
す
 

7
す
で
に
役
場
に
献
血
カ
ー
 

ド
を
あ
ず
け
て
い
る
か
た
は
自
 

動
的
に
会
員
と
し
て
登
録
し
ま
 

最
低
賃
金
決
定
の
 

お

知

ら

せ

 

こ
の
た
び
「
福
岡
県
最
低
賃
 

金
」
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

昭
和
四
十
九
年
二
月
一
日
か
 

ら
、
福
岡
県
内
の
全
事
業
所
に
 

適
用
さ
 11 

ま
す
か
ら
事
業
主
は
 

事
業
の
種
類
に
は
関
係
な
く
、
 

こ
の
最
低
賃
金
額
よ
り
低
い
賃
 

金
で
労
働
者
を
使
用
す
る
こ
A
」 

は
で
き
ま
せ
ん
。
 

最
低
賃
金
額
 

一
般
労
働
者
 

一
日
、
千
三
百
円
、
 

（
所
定
労
 

働
時
間
が
当
該
事
業
場
の
一
般
 

の
労
働
者
の
労
働
時
間
よ
り
短
 

い
者
「
バ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
 

ど
」
）
 

一
時
間
、
百
六
十
二
円
 

五
十
銭
 

雇
入
れ
後
一
年
末
満
の
技
術
 

習
得
中
の
者
 

”

「

一

一

】

一

”

”

】

・

」

，

「

に

【

一

”

【

《

」

二

「

」

」

”

】

【

一

」

」

」

一

「

】

】

 

す。 

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

四
加
入
手
続
き
は
ど
う
す
れ
ば
 

よ
い
か
ガ
 

1
駐
在
員
を
通
じ
て
加
入
申
 

込
書
を
配
布
し
ま
す
。
 

2
電
話
で
自
分
の
住
所
、
氏
 

名
、
年
令
、
血
液
型
、
勤
務
先
及
 

び
電
話
番
号
を
事
務
局
に
連
絡
 

し
て
申
込
ん
で
も
結
構
で
す
。
 

五
献
血
会
の
発
足
は
／
 

昭
和
四
＋
九
年
四
月
一
日
か
 

ら
献
血
会
を
発
足
さ
せ
る
予
定
 

で
す
。
 （

住
民
課
献
血
会
結
成
準
備
 

事
務
局
）
 

話
電
0
九
四
七
ニ
ー
②
ー
〇
 

五
二
〇
（
代
表
）
 

一
日
 

千
二
百
円
（
右
と
同
じ
）
 

一
時
間
、
百
五
十
円
。
 

※
最
低
賃
金
は
年
令
、
職
種
 

を
問
わ
ず
す
べ
て
の
労
働
者
に
 

適
用
さ
れ
ま
す
。
 

☆
次
の
こ
と
が
ら
に
十
分
注
 

意
し
て
違
反
し
な
い
よ
う
に
し
 

て
く
だ
さ
い
。
 

＠
 
日
額
で
定
め
ら
れ
た
最
低
 

賃
金
 

一
日
千
三
百
円
の
「
一
日
」
 

と
は
、
事
業
所
で
「
一
日
」
と
 

し
て
定
め
て
い
る
一
日
の
労
働
 

時
間
の
こ
と
で
、
労
働
時
間
の
 

場
合
、
八
時
間
の
場
合
な
ど
い
 

ろ
い
ろ
の
場
合
が
あ
る
と
思
い
 

ま
す
。
従
っ
て
、
例
え
ば
そ
の
 

事
業
所
の
所
定
時
間
が
7
時
間
 

の
場
合
で
も
千
三
百
円
を
支
払
 

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
 

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

（
一
日
千
 

二
百
円
の
場
合
も
同
じ
で
す
）
 

＠
 
雇
入
れ
後
一
年
未
満
の
技
 

能
習
得
中
の
者
と
は
、
 

例
え
ば
、
理
容
師
、
美
容
師
 

な
ど
の
よ
う
に
、
一
定
の
資
格
 

を
得
る
た
め
に
そ
の
技
能
を
習
 

得
中
の
者
で
、
雇
入
れ
後
一
年
 

未
満
の
労
働
者
の
こ
と
で
す
。
 

回
 

バ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
、
 

バ
l

ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
何
人
 

か
の
労
働
者
だ
け
が
他
の
一
般
 

の
労
働
者
よ
り
労
働
時
間
が
短
 

い
者
は
、
 

一
時
間
百
六
十
二
円
 

五
十
銭
（
下
表
下
段
）
の
場
合
 

は
最
低
賃
金
額
に
は
含
ま
れ
ま
 

せ
ん
。
 

＠
 
最
低
賃
金
に
含
ま
れ
な
い
 

賃
金
 

早
出
、
残
業
、
深
夜
業
、
休
 

日
労
働
な
ど
の
割
増
賃
金
、
及
 

び
賞
与
、
臨
時
の
賃
金
並
び
に
 

ー
カ
月
を
超
え
る
時
間
ご
と
に
 

支
払
わ
れ
る
賃
金
は
、
最
低
賃
 

金
額
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
 

⑥
 
最
低
賃
金
の
適
用
を
除
外
 

さ
れ
る
労
働
者
 

精
神
ま
た
は
身
体
の
障
害
に
 

よ
り
著
し
く
労
働
能
力
の
低
い
 

者
な
ど
、
最
低
賃
金
額
以
上
の
 

賃
金
を
支
払
う
こ
と
が
不
適
当
 

と
思
わ
れ
る
労
働
者
に
つ
い
て
 

は
、
福
岡
労
働
基
準
局
長
の
許
 

可
を
受
け
れ
ば
、
適
用
を
除
外
 

で
き
ま
す
。
 
こ
の
よ
う
な
労
働
 

者
が
い
る
場
合
は
、
も
よ
り
の
 

労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
く
 

だ
さ
い
。
 

＠
 
そ
の
他
 

従
来
よ
り
産
業
別
に
最
低
賃
 

金
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
 

十
業
種
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
 

は
い
ず
れ
も
下
表
の
額
よ
り
低
 

い
の
で
、
下
表
の
最
低
賃
金
が
 

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
 

」
一
】
【
】
三
三
【
E
】
】
】
」
一
】
」
」
“
【
【
【
「
】
一
一
」
”
【
【
】
】
”
”
器
】
”
」
【
】
【
”
】
【
】
】
」
【
】
【
”
”
”
三
王
」
に
】
”
”
【
・
”
【
に
】
」
【
”
u
 

最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
お
尋
 

ね
は
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
 

へ
ど
う
ぞ
。
 

最
低
賃
金
額
 

一般労働者 1日1,300円 夏罵言鷲欝篇馨書1時間 
き讐思う豊嘉） 162円50銭 

0
 

0
 

っ」
 '1 月一 1

 

年
習
 

1
能
 

後
技
者
 

れ
の
の
 

入
満
中
 

雇
未
得
 

間
 
50 

時

1

 

司
 

毎月1日．20日は 

交通安全 日 

⑥正 し い横断 

道路にでるときは必ず止って右左、 

右の安全を確認して横断しましょう。 

＠最低賃金額は年令、職種を問わずすべての労働者に適用されます。 
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第74 号 昭和49年1月25日 

方城町バレーボールチーム 

全
国
高
校
総
体
に
 

こ
声
援
を
 

昭
和
四
十
九
年
八
月
一
日
の
 

総
合
開
会
式
を
皮
切
り
に
、
県
 

下
十
町
村
に
お
い
て
二
十
種
目
 

の
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
 

県
と
い
た
し
ま
し
て
も
全
国
各
 

地
よ
り
参
集
す
る
約
三
万
人
の
 

若
人
達
を
暖
か
く
迎
え
る
た
め
 

受
入
れ
体
制
に
万
全
を
期
し
た
 

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
大
会
に
出
場
す
る
選
手
 

監
督
、
役
員
の
皆
さ
ん
に
「
福
 

岡
は
す
ば
ら
し
か
つ
た
。
親
切
 

で
あ
っ
た
。
」
と
い
う
好
印
象
 

を
あ
た
え
る
こ
と
は
、
郷
土
福
 

岡
の
姿
を
全
国
に
広
め
る
と
と
 

も
に
 
「
福
岡
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」
 

が
良
い
思
い
出
と
し
て
い
つ
ま
 

で
む
心
に
残
る
こ
と
に
な
り
ま
 

し
ょ
・
つ
。
 

こ
の
た
め
若
人
達
の
活
躍
に
 

対
し
暖
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
 

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
県
民
 

こ
ぞ
っ
て
次
の
運
動
を
お
願
い
 

い
た
し
ま
す
。
 

運
動
種
目
 

一
、
郷
土
を
愛
し
環
境
を
き
 11 

い
に
す
る
運
動
 

ィ
、
花
づ
く
り
と
緑
化
を
進
 

め
ま
し
ょ
ト
つ
。
 

ロ
、
街
を
清
潔
に
し
ま
し
ょ
 

・つ。 

二
、
ス
ポ
ー
ッ
に
親
し
み
た
く
 

ま
し
い
県
民
性
を
養
う
運
動
 

ア
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
 

健
康
を
高
め
ま
し
ょ
う
。
 

イ
、
青
少
年
を
健
全
に
育
て
 

ま
し
ょ
・
つ
。
 

三
、
親
切
を
つ
く
し
住
み
よ
い
 

社
会
を
つ
く
る
運
動
 

ア
、
笑
顔
と
親
切
で
接
し
ま
 

し
ょ
・
つ
。
 

ィ
、
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
 

し
ょ
・
つ
。
 

特

定

疾

患

治

療

 

事

業

を

実

施

 

目
 
的
 

こ
の
事
業
の
目
的
は
原
因
が
 

不
明
で
あ
っ
て
治
療
方
法
が
確
 

立
し
て
い
な
い
難
病
の
う
ち
特
 

定
疾
患
に
つ
い
て
は
治
療
が
き
 

わ
め
て
困
難
で
あ
り
か
つ
そ
の
 

医
療
費
も
高
額
で
あ
る
の
で
こ
 

の
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
 

り
特
定
疾
患
に
関
す
る
医
療
の
 

確
立
普
及
を
図
る
と
と
も
に
患
 

者
の
医
療
費
の
負
担
軽
減
を
図
 

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

対
象
疾
患
 

ス
モ
ン
：
ペ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
 

重
症
筋
無
力
症
．
全
身
性
ェ
ソ
 

テ
ツ
ト
ー
デ
ス
、
多
発
性
硬
化
 

症
、
再
生
不
良
性
貧
血
 

対
象
患
者
 

福
岡
県
に
住
所
を
有
す
る
者
 

で
上
記
対
象
疾
患
に
羅
患
し
た
 

た
め
医
療
機
関
で
医
療
を
受
け
 

て
い
る
者
で
あ
っ
て
国
民
健
康
 

保
険
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
 

者
お
よ
ぴ
健
康
保
険
法
船
員
保
 

険
法
日
雇
労
働
健
康
保
険
法
、
 

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
、
公
 

共
企
業
体
職
員
等
共
済
組
合
法
 

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
ま
 

た
は
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
 

合
法
の
規
定
に
よ
る
被
扶
養
者
 

な
ら
び
に
日
雇
労
働
者
健
康
保
 

険
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
 

で
あ
っ
て
特
別
療
養
費
の
支
給
 

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
 

中
の
者
と
す
る
。
た
だ
し
老
人
 

福
祉
法
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
 

に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
 

の
負
担
に
よ
る
医
療
に
関
す
る
 

給
付
が
行
な
わ
れ
て
い
る
者
は
 

原
則
と
し
て
除
く
。
 

そ
の
他
細
部
要
綱
に
つ
い
て
 

の
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
国
民
 

健
康
保
険
係
へ
お
た
づ
ね
く
だ
 

さ
い
。
 

定

年

が

間

近

な

 

か
た
が
た
の
た
め
に
 

定
年
を
延
長
し
た
中
小
企
業
 
し
い
制
度
が
で
き
ま
し
た
。
く
 

の
事
業
主
、
定
年
が
間
近
な
方
 
わ
し
く
は
公
共
職
業
安
定
所
で
 

々
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
新
 
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

香
典
返
し
の
お
礼
 

方
城
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

、
稲
富
正
夫
さ
ま
の
香
典
 

返
し
と
し
て
稲
富
フ
ミ
子
殿
 

よ
り
 

返
し
と
し
て
山
崎
フ
ジ
ェ
殿
 

よ
h
ノ 

一
、
辻
源
太
郎
さ
ま
の
香
典
 

返
し
と
し
て
辻
玲
子
殿
よ
り
 

一
、
木
村
ハ
ッ
ェ
さ
ま
の
香
一
一
、
方
城
町
戦
没
者
遺
族
会
へ
 

典
返
し
と
し
て
木
村
茂
市
、
 

令
児
殿
よ
り
 

一
、
竹
下
シ
ズ
ェ
さ
ま
の
香
 

典
返
し
と
し
て
竹
下
武
雄
殿
 

よ
h
ノ 

一
、
村
田
善
治
さ
ま
の
香
典
 

返
し
と
し
て
村
田
善
七
殿
よ
 

h
ノ 一

、
山
崎
秀
介
さ
ま
の
香
典
 

一
、
村
田
善
治
さ
ま
の
香
典
 

返
し
と
し
て
村
田
善
七
殿
よ
 

h
ノ 

こ
こ
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お
 

祈
り
し
ま
す
と
と
も
に
寄
贈
 

金
は
、
そ
の
趣
旨
に
そ
い
有
 

意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
 

ま
す
。
 

第
八
回
町
民
囲
碁
大
会
 

町
民
囲
碁
大
会
も
回
を
か
さ
 

ね
る
ご
と
に
盛
大
に
な
っ
て
ま
 

い
り
ま
し
た
。
第
八
回
目
の
大
 

会
も
十
二
月
十
六
日
、
方
城
町
 

中
央
公
民
館
に
お
い
て
盛
大
に
 

終
了
い
た
し
ま
し
た
。
成
績
は
 

次
の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
の
 

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

A
級
1
位
 
永
野
忠
雄
 

ク
 

2
位
 
長
尾
 
守
 

ク
 

3
位
 
仲
島
秀
彦
 

B
級
1
位
 
木
戸
 
新
 

ク
 

2
位
 
桑
野
禄
郎
 

ク
 

3
位
 
仲
島
富
士
雄
 

c
級
1
位
 
田
丸
竹
光
 

ク
 

2
位
 
喜
納
栄
光
 

4
 

3
位
 
池
本
喜
代
蔵
 

、
定
年
延
長
奨
励
金
制
度
、
 

一
、
支
給
対
象
事
業
主
 

中
小
企
業
で
昭
和
四
十
八
 

年
四
月
一
日
以
降
定
年
を
五
 

十
六
才
以
上
に
引
き
上
げ
た
 

事
業
主
 

二
、
支
給
額
 

定
年
を
馴
き
上
げ
た
こ
と
 

に
よ
り
適
用
を
受
け
る
こ
と
 

と
な
っ
た
労
働
者
一
人
あ
た
 

り
一
年
延
長
す
る
ご
と
に
一
一
 

万
五
千
円
 

ハ
定
年
退
職
前
職
業
講
習
、
職
 

業
訓
練
制
度
V
・ 

一
、
実
施
主
体
 

職
業
講
習
、
国
が
各
種
学
 

校
等
に
委
託
し
て
実
施
（
通
 

信
制
も
可
）
 

職
業
訓
練
 
飯
塚
、
八
幡
、
 

小
倉
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
 

二
、
受
講
対
象
者
 

定
年
対
職
予
定
者
の
う
ち
原
 

則
と
し
て
定
年
退
職
前
一
 

年
以
内
の
方
 

三
、
講
習
、
訓
練
期
間
 

一
年
以
内
 

四
、
入
学
金
、
受
講
料
（
教
材
 

費
等
を
含
む
。
）
は
国
が
支
 

払
い
ま
す
。
 

五
、
受
講
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
 

す。 

六
、
受
講
で
き
る
職
種
 

定
年
後
再
就
職
の
た
め
の
 

希
望
す
る
職
種
。
 


